
（別紙３）

～ 2025年　2月　21日

（対象者数） 31 （回答者数） 26

～ 2025年　2月　21日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
それぞれの利用者の特徴をスタッフ間で共有することに勤

め、より綿密に連携をとっていく。

2
引き続き報告やお知らせは漏れのないように努める。保護者
にはいつでも相談に応じることをお伝えしていき、安心して

利用をしていただけるようにする。

3

引き続き訓練や委員会を行う。新しい利用者および支援者が
入った場合は、必ず訓練等を行う。支援者には研修で緊急時
対応、虐待防止、個人情報などの考え方、管理を伝えてい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用者の様子から連携の必要性を感じた場合は、まず保護者
にこちらからお話しし、連携に動いていただくように働きか
ける。上限額管理を行っている利用者の場合、コア連携事業

所がある場合は連携をとる。

2

カフェコーナーはおやつを食べなくても、座ってくつろいだ
り一人で本を読んだり、自由にリラックスしてすごせる場所
であることを周知して、年齢にかかわらず利用してもらうよ

うに働きかける。

3
ブログは大きな行事がなくても、普段のちょっとした子供の
様子なども伝えて、活用していく。保護者の会は、ニーズが

ある内容を企画する。

利用者同士の関係に配慮された、適切な丁寧な支援が行われて
いる。

利用者の特徴にあわせて支援に必要な人材を適切に配置し、き
めこまかく支援している。

保護者への支援内容の報告やお知らせはきちんとできており、
保護者は面談時やその他困ったときには適宜、相談ができてい

る。

報告やお知らせはメール、来室時、お手紙等複数の手段で行
なっている。保護者から相談があった時は、児発管が中心とな
り、利用者や保護者について共通理解をするべく支援者は話し

合い、保護者にお答えするようにしている。

安全面について。緊急時対応訓練（地震、火災、不審者、防疫
など）は定期的に行われており、虐待防止対策や個人情報の管

理も適切にされている。

緊急時対応訓練は年間計画に組み入れて漏れのないようにし、
保護者にもお伝えしている。虐待防止は定期的に委員会を開

き、研修での周知も行っている。個人情報は使用する場合は保
護者に確認をとるようにしている。

ブログを情報発信の場としてあまり活用できていない。保護者
対象の会（保護者同士で話す会）はあまり行われていない。

ブログの更新が頻繁ではなく、周知も少なかった。また、働い
ている保護者が多く、保護者の会を以前企画したときはなかな
か人数が集まらなかったため、昨年は企画していなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

学校や他機関との連携をとった支援があまりできていない。支
援者も保護者もともに感じている。

相談支援事業所を使っている利用者が少ないため、事業所間や
学校との連携がとりにくい。保護者が自ら望んで学校などに連

絡を取ることが必要であり、放デイからは動けない。

カフェ活動（おやつのお買い物体験、おやつを食べる楽しみ、
お友達と一緒に食べたり話したりする）は、利用している子ど
もとしていない子どもで評価が違う。年齢が高い子どもの保護

者にあまり伝わっていない。

年齢の小さい子は、学習の後におやつを買ったり、食べたりす
ることが大きな支援の意味を持っているが、年齢が大きくなる
とおやつに執着がなくなり、他の活動が中心になるので、成⾧

のあかしではある。

2025年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　17日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 レクタス放課後等デイサービス鴨居教室

○保護者評価実施期間 2025年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表
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スタッフ評価
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